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「学生名簿一覧」で、クラ

スを入力して、クラス分け

を行います。 

「クラス名簿」で、A1セ

ルにクラスを入力したら、

自動的にそのクラス名簿

ができるようにしてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

条件にあったデータを自動抽出 

エクセルのフィルター機能を使えば、たくさんのデータから条件に合ったものを、すぐ

に抽出することができます。しかし、条件が変わるたびに、フィルターを設定し直すの

はめんどくさい。 

たとえば、テスト結果で「10 点以下の人のリスト」「11～20 点の人のリスト」……と

いうのを、条件数値を入力するだけで表示させたい。しかも、マクロ（プログラム）を

使わずに。 

「フィルターの再適用」機能を使って、それを実現してみます。 

①「一覧」シートを作り、

右図のような、50 名前後

のデータを入力します。 
※適当な名簿データを作りた

いときは、「疑似個人情報デー

タ生成サービス」が便利です。 

http://hogehoge.tk/personal/ 

②「一覧」シートをコピーし、「クラス別」というシー

ト名に変更。 

タイトルも、B1 セルに「組 クラス名簿」とします。 



Excel074 

©特定非営利活動法人パソコンどーじょー  - 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③「一覧」シートの4行目以下をす

べてコピー→「クラス別」シートの

A4 に「リンク貼り付け」します。 
※たとえば A4 セルなら、「＝一覧！A4」

となり、「一覧」シートを変更すると、自動

的に変更されるようになります。 

④「クラス別」シートの表部分を、

「テーブルとして書式設定」しま

す。 

デザインはお好みで。1 行目は、

「テーブルの見出しとして使用」し

てください。 

⑤E4 セルを、 

「＝IF（一覧！E4＝＄A＄1，1，0）」 

という関数に書き換えてください。 

自動的に E5 セル以下も、同様の関

数に書き換わります。 
※これで、A1 セルにクラスを入力すると、E

列は「同じクラス番号なら１」になります。 

⑥「名簿」シートの E列にデータを

入力して、適当にクラス分けして

みましょう。 
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⑦「クラス別」シートの A1 セルに、適当

なクラスを入力します。 

テーブルの「クラス」フィルターで、「0」の

チェックを外して、「１」だけ選択します。 

⑧A1セルに入力したクラスの学生のみ、

表示されます。 

⑨E列を選択して、「非表示」にします。 

⑩抽出条件（A1 セル）を変更したら、テーブル

内をクリック→フィルターの「再適用」をクリックし

てみましょう。 

名簿の内容が、条件通りに修正されればOK。 


